
海を越えた人たち（仮）
～ 吉 田 一 族のファミリーヒストリー ～

The  Yoshida  family  history

　昭和 37年（1962）自宅にて
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最も古い戸籍謄本のご先祖の名前を

膨大な量の郷土史から探し、足跡を見つ

けます。また、現地の史跡からご先祖の

名前を探し出します。

ヒアリングしたお話をもとに、資料

に残った証拠を探し、その行動の原因や

当時の環境を調べます。

現在ご存命の方や故人となった方の

足跡も丁寧に記録します。家にある賞状

や通信簿、新聞に掲載されていれば記事

も探し出します。
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最も古い戸籍謄本以前のご先祖の名

前を郷土史や現地にしかない古文書から

探し、足跡を見つけます。また家系研究

をもとに一族の由来を調べます。

一族に深く関わった姻戚関係につい

ても調べて解説します。

家族が所有する新旧の写真をふんだんに

掲載します。
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本
書
は
、
吉
田
家
に
あ
っ
た
膨
大
な
資
料
と
、
吉
田
一
郎
氏
・

和
子
氏
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
各
種
図
書
館
・
文
書
館
で
の
調

査
結
果
な
ど
を
基
に
ま
と
め
た
、
吉
田
甚
左
衛
門
本
家
と
そ
の

一
族
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
る
。

　
引
用
文
献
は
文
末
お
よ
び
巻
末
に
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
引

用
文
の
旧
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
　


